
書式第 12'ナ (法第 28条関係 )

令和 5 年度

」ヒ塵 1豊11二重L五」ゝ_皿:E二_どL生菫」土≧生=

1 1卜業の成果

2023年 4月 に「こども基本法」が施行され、|こ ども家庭庁」が設定されたことにより、自治体・

育委員会・民生委員協議会・NPO等 で、 1● どもの権利を学ぶ必要性が認識されたためか、多くの講師派

遣依頼があった。特に、どのように子どもの権利を学び伝ぇたら良いのか、社会のさまざまな場で子ども

の声を聴いていくためにはどうすれば良いのか、ということについての講演依頼が多くあった。その方

法の 一つとして、一昨年に制作した『世界の子ども権利かるた』を活用する方法を紹介すると、各方面か

らかるたを使った研修依頼が数多く寄せられた。

こども基本法に関連する講演や研修では、こども基本法が子どもの権利条約に則 り子ども施策を実施

することが定められたこと、子どもの権利条約の 4つの原則が規定されたことを活用することの重要性

を話した。特に、意見表明の機会と社会参加の機会が確保されることが定められたことを強調した (第 3

条)。 そして、ただ子どもの意見を聴くだけでなく、その意見を反映させていくことが大切であることも

説明.さ らに、こども基本法で、子どもの権利条約を広報していく義務が定められたことも活用できると

伝えた。

『世界の rど も権利かるた』のワークショップでは、かるたを通じて子どもの権利について考えてもら

うのみならず、日頃感じているモヤモヤについて
~Fど
もの参加者にオリジナルかるたを作成してもらい、

子どもの意見表明の機会にもした。このことにより、参加したおとなが rど もの本音を聞き、はっとさせ

られる機会にもなった。

カンボジア事業では、業務委託をしていた現地のパー トナー「1体である CCPCR(Cambodian Center

br the PrOtect10n Of Chlldren's Rightsカ ンボジア子どもの権利保護センター)に よる不正が明らかにな

ったため、第二者調査委員会を設置し、調査報告書を提出してもらつた。

事実調査と原因究明に取り組み、組織運営ならびに事業運営、ガバナンス改革の検討をおこない、 組織

改革のためのアクションプランについて議論を重ねた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 4,259 】千円)

開発途 11地域

の子どもの支

援事業

事 業 報 告 書

事 業 報 告 用

定款に記載
された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

カンボジアの子ども

たちが英語を学べる

教室と図書室活動を

実施.

4月 ～ 5

ナ1

カ ン ボ

ジア・ス

バ イ リ

エン州

2人

地域の小中

学校生と州

都で暮らす

高校生

100人 1,484



第二者調査委員会か

ら提出された報告書

の内容を現地の 子ど

もや教員等に説明。

開発途上地域

の子どもの権

利状況に関す

る調査・研究・

発信事業、およ

び開発教育事

業

世界と日本の子ども

の性的搾取の状況を

ECPAT事務局長来日

記念 シンポジウム

(チ ャイル ド・フア

ンド・ジャパン主催)

で発信

10月 国 内 1人

子どもの性

的搾取に関

心のある市

民、活動家

100人 0

国連 r・ どもの

権利条約の普

及事業、及び子

どもの権利促

進事業

『 lt界の子ども権利

かるた』を使ったワ

ークショップを実

施。講師として講演

活動を行った。また、

昨年度に作成したウ

クライナから避難 し

た 10代のための リ

ーフレットを配布。

4月 ～ 3

月
国内 2人

子どもの権

利に関心の

ある不特定

多数

15,000

人
2,550

不 ツ トワ‐―ク

事業

広げよう 1子 どもの

権利条約キャンペー

ン実行委員会をはじ

め、様々なネットワ

ークの会員として、

政策提言。講師派遣・

会議への参加等の活

動を行った。

4り l～ 3

月
I可」1内 2人

各ネットワ
ーークの会

員、議 it、

省庁関係

者、子ど

も、子ども

の権利に関

心のある不

特定多数

2,000

人

225

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)

事業内容
従事名
人数

事業費
(千円)日日寺 場所

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定

該当なし















書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 5年度年間役員名簿 (前事来年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有■を記載した名■)

特理 卜菫秘型畦上旦隆二二±基型±生22二_____

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

図以 ドの役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
日各役員について.親族の規定に,1■反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに

'

(フ リガナ )

氏    名

ホス
・
ミ(カイタ
・
) マチ

穂積 (甲斐田)

万智子

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)

事

2023`午
`月
1日

2024`午 3月 31日

年1

年

り1

月

日

ロ

2
事
オカン マ カツキ

岡島 克樹

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年  ′1  曰

|:    ′1    ロ

事理事・
十ク・モユウタ

南雲 勇多

2023`午 4月 1日

2024年 3月 31日

舞:    'I    ロ

年 月 口

事
オカ
・ワ レイコ

小川 玲子

2023`午 4月 1日

2024年 3月 31日

年 月

ア|

11

,1 曰

5
事
テラすカ マコト

寺中 誠

A1' + '11

鈴木 真代

2023`午 :4月 1日

2024年 3月 31日

`|    
チl 曰

ロ| ア|

事

    
    

   
     

2023年 1月 1「 1

2024年 3月 3111

年  '| 「|

年  ,I  ll

理

オオコウチ ヒテ
・
ト

大河内 秀人

2023年14月 1日

2024年 3月 31日

齊=    月    日

年  '] ロ

8
理 ・監事

ヨンタ

吉旧

ケンイチロウ

健 ―郎

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年  サ|  ||

年1    月    「」

事 業 報 告 用

監 事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 _国際子ども_生利センター

氏   名

1
穂積 (甲斐田)万智子

2 岡島 克樹

3 南雲 勇多

4
牧田 東一

5
小川 玲子

6 寺
中 誠

7
大河内 秀人

8 吉
田 健―郎  

9
渡辺 奈美子  

10
藤井 浩子

11

12




